
令和８年度 学級経営計画 

J2 組 
 

学級担任 石井 聖人 

１ 学級経営目標 

  ●生徒一人一人に合わせて、自己ベストが尽くせる環境をつくる。 

  ●互いに思いあえる人間関係づくりをする。 

 

２ クラス目標（生徒の目標） 

  「九人九色」 ～助け合い、学び合い、みんなで伸びる最高のクラス～ 

 

３ 具体的な目標と取り組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取り組み 

学習指導 

・学習に対する前向きな気持ちを育

てる 

・常に整った教室環境を提供し、落ち着いて授業に取

り組めるようにする。 

・それぞれの生徒にあった授業、課題を与え、「自分で

できた」という経験を積めるようにする。 

道徳教育 

・他者を思いやった言動をする ・困っている仲間がいたら手を貸すようにこちらから声

をかける。 

・マイナスな発言のない雰囲気づくりをする。マイナス

な発言が出てしまったら、どうしてそのような発言をして

しまったのか聞き、プラスな言い換え方を教える。 

キャリア教育 

（進路学習） 

・働くことの意味、大切さを理解する 

・特別支援学校について学び、卒業

後のイメージを持つ 

・職場体験学習や実際に事業所で働く先輩方との交

流を通して、仕事内容ややりがいについて学べるよう

にする。 

・特別支援学校高等部のイベントに参加し、卒業後の

進路について学ぶ機会を作る。 

生活指導 

・時間を意識して行動する 

・きれいな食べ方を身につける 

・２分前着席を意識的に行えるように、こちらから積極

的に声かけをしていく。 

・給食の時に、生徒の食事の様子をよく見て、不適切

な場合は注意をする。 

特別活動 

・自分の役割に責任を持って行動を

する 

・交流学級の仲間と協力し、学校行

事に参加する 

・それぞれの生徒に学級内の役割を与え、その仕事を

するようにこちらから積極的に声かけをしていく。役割

が定着してきたら、自発的に仕事をするように促してい

く。 

・お互いにとって学びがあるように、J 組の生徒と交流

学級の生徒の両方にアプローチしていく。 

保護者との連携 

・保護者と情報共有を密にし、家庭と

学校両方で生徒を支援していく。 

・毎日の保護者との連絡帳を通して、連絡事項やその

日の生徒の様子を共有する。 

・必要に応じて家庭に電話連絡をして情報を共有す

る。 

 


